
 

高市政権のもとでの

非核三原則と平和

核 兵 器 禁 止 条 約 発 効 ５ 周 年  記 念 講 演 会

  「非核三原則」＝「核兵器を作らず、持たず、持ち込ませず」の
見直しを検討する高市政権の動きは重大です。しかも首相官邸の高
官が「日本は核を持つべきだ」と発言し非核三原則を骨抜きにしよ
うとしています。
　国会が全会一致で決議し、歴代内閣が「堅持する」と引き継いで
きた日本の国是である非核三原則を、一内閣の判断で変えることは
許されません。日本の平和を実現するために私たちはどうするべき
か、ともに考えましょう。

小泉親司（こいずみ ちかし）さん プロフィール
　日本平和委員会常任理事　参議院議員1期
　「前衛」や「労働運動」などに自衛隊問題の論説
　を寄稿するなど防衛問題に精通
 
主な著書
　『日米軍事同盟史研究: 密約と虚構の五〇年』　
　（2002）
　『今日の「日米同盟」を問う: 北東アジアの平和の　
　流れのなかで』（2019）

 主催　原水爆禁止宮前区協議会
 連絡先　044-854-7093 (住広)  090-1884-0296（田中）

 gensuikyo.miyamae2@gmail.com

 講　師　小泉 親司さん
 日　時　2026年２月28日（土）
　　　　 午後２時～４時
 会　場　宮前市民館第４会議室
 資料代　500円


